
 
 
 
 
 
 
  

3 月 4 日には新体制となった児童会主催の「6年生を送る会」が分散型・対面方式、オンライ

ン中継とのハイブリッドで開催されました。先輩方へ、在校生へとそれぞれが、分かれと感謝

の気持ちを伝える「心温まる会」になりました。職員からは祝砲として「サプライズ花火」も

打ち上げさせていただきました。 

そして、本日 3月 18 日(木)、感染症対策のもと、卒業生保護者の皆様にご出席いただき「卒

業証書授与式」を執り行いました。6 年生、69 名(稲荷山養護学校副学籍含む)の児童が中学校

へと進学すべく巣立って行きました。 在校生は中継映像を各教室で視聴し、卒業を見守りまし

た。学校目標として掲げてきた「ふるさと治田に学ぶ 心ゆたかな子ども」の具体は、六年間、

学び励んできた卒業生の姿に表れていると思います。6年生 おめでとう、そして ありがとう。 

以下の職員が令和 2 年度末人事異動で治田小学校を転退職します。離任式も卒業式に引き続

きビデオ会議システムを用いて行いました。感染症の対策に万全を期して全校一堂に会すこと

を自粛したため、顔を合わせて、生の声でお別れのご挨拶ができずに申し訳ありませんでした。 

日頃より本校を支えていただいている保護者の皆様、地域の皆様には、大変お世話になりま

した。簡単ではありますが、本紙面での紹介を持って御礼にかえさせていただきます。 

 

 治田小学校 令和 2 年度末 転退職員一覧 (あいうえお順) 

     小林 正和 教諭       千曲市立埴生小学校へ 

清水 加奈子 栄養教諭      長野市立篠ノ井東小学校へ 

    滝澤 裕治 教諭              千曲市立埴生小学校へ 

     福士 俊江 講師       退職 
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小林教諭には本校に新規採用者を迎えたため、初任者の成長に寄り添い尽力いただきました。

清水栄養教諭には第一給食センターを中心に 4 年間お勤めいただき、「食」を通して皆さんの成

長を支えてくださいました。滝澤教諭には 4 年間お勤めいただき、学級担任をはじめ、運動会

などの体育行事など運営の中心となってまとめていただきました。福士講師には、個別の支援

を中心に、児童の持てる能力を最大限に生かした特別支援教育にご尽力いただきました。以上 4

名の教職員の異動となります。ありがとうございました。 



1 年 10 か月にわたり、やぎさんとの生活を中心にしてきた 3年生。進級に伴う学級編成替えなど、

人間の側の事情が、子どもたちにとってもネックとなったのか、「話し合い」を重ねる中で、暫しの

別れを決議したということです。保護者の皆様、地域の皆様にも食料を提供いただくなど大変お世

話になりました。ゆいたに代わってお礼申し上げます。「うメーかった」「ありがとうー」 
 

ついにステージに立った「金管バンド」さよならコンサート開催 
2/27(土)、国内では 6 府県及び首都圏に緊急事態宣言発令中でしたが、感染対策を講じて、初

のホール・コンサート開催を果たした「治田小金管バンド」。一度もステージに立たないままバン

ド解散もあり得たわけですが、ホール予約の「空き」を見出して、可能性に期待を込めて「予約」、

県内感染レベルが「1」にまで下がったことを受けて、感染防止策を講じて、コンサートを開催い

たしました。来場者、入場者の事前健康チェック表の提出、座席の SD、コンサートタイムテーブ

ルの圧縮運営等、最善を尽くして成し遂げた「キセキのコンサート」となりました。 

併せて治田小金管バンドメンバーが、本年度の長野県教育委員会表彰をいただくことになりま

したことをご報告いたします。 

【新型コロナウィルス感染症対策に伴う次年度活動の見通し】 3/18 現在での予定 

首都圏は未だに非常事態宣言下にあります。全県の感染警戒レベル「平常時」もつかのま、長
野広域圏ではレベル 2「注意報」から、たちまちレベル 3「警報」に引き上げられました。引き
続き油断することなく、感染症対策を講じて新年度を迎える所存です。新年度当初の活動につい
て 3/18 段階での決定事項をお知らせします。4/6 入学式、人数制限して実施。一学期始業式、放
送で実施。4/7 2～6年給食開始。4/13 1 年給食開始。4/14 5.6 年歯科検診。4/15 一人一台端末
使い始めの会。第一回児童会。4/20 避難訓練。4/21 3.4 年歯科検診。4/22 交通安全教室。4/23 
全校参観日、PTA 総会実施。4/30 一年生を迎える、体育館と教室で実施。 

○2 月 に実 施 いたしました「体 罰 に関 するアンケート調 査 」へのご協 力 ありがとうございました。体
罰 とする定 義 に照 らして、「体 罰 があった」とする回 答 はありませんでした。今 後 も指 導 、支 援 の
在 り方 については、研 修 を重 ね、常 に見 直 し、振 り返 りをして体 罰 根 絶 の取 組 を進 めてまいりま
す。 気 になることは遠 慮 せずに、学 校 へご相 談 ください。また長 野 県 庁 内 教 育 委 員 会 に「体
罰 に関 する相 談 窓 口 」を開 設 していますのでご活 用 ください。 
〇また、年 間 を通 じて職 員 会 議 に併 せて、「非 違 行 為 防 止 研 修 」を重 ねて参 りました。最 終 月
となる 3 月 には、本 年 度 の PTA 会 長 をお招 きし、会 長 が勤 務 されている職 場 における「コンプラ
イアンス」順 守 のお話 を直 接 お聞 きすることが出 来 ました。今 後 も第 三 者 の視 点 も取 り入 れて、
職 場 風 紀 を見 つめ直 し、研 修 を継 続 して参 ります。 


